
＜クラス別の挨拶運動が行われています＞

先週３年生から始まった朝の挨拶運動が、現在２年生に移りました。毎朝日替わ

りで、担任の先生と一緒にクラス全員で校門にて挨拶運動をしています。日頃は、

生徒会役員だけなので、およそ３倍の人数です。元気な「おはようございます」の

声が響き渡り、登校してくる生徒たちが照れくさそうにしながらも、普段よりはっ

きりとした挨拶を返しています。

やはり「挨拶」は互いに相手に届いてこそ、その意味が出てくるものだと思いま

す。朝の挨拶運動での経験を今一度振り返り、日常に生かしてほしいものです。

①笑顔 ②明るくはっきり ③相手の目を見る そして ④心をのせて

挨拶運動の時だけでなく、教室や廊下で、さらに登下校中の地域で実践できる生

徒が増えることを願っています。

＜保護者の皆様へ･･･ゴールデンウィークを前に＞

明日からゴールデンウィーク。部活動では、練習だけでなく大会や練習試合が組

まれているところが多く、全部休日になるお子様は少ないかと思います。ですが、

ふだんより休みが増えるので、お子様が家庭で過ごしたり、友達同士で過ごす時間

が増えることが予想されます。そのため、なんとなく心が弾んだり、わくわくする

のは当然ですし、また大切にしてほしい時間だと思っています。

しかし、学校としては不安になる期間でもあります。それは、ＳＮＳに関するト

ラブルです。佐賀市生徒指導連盟の方針に従い、本校でも中学生に携帯電話は原

則持たせない、もし、やむを得ない事情により持たせる場合は保護者の監督

責任によるとしています。情報化社会が進む中で時代に合っていないとのご意見が

あるのも承知していますが、今はまだ、携帯電話を持つメリットより、デメリット

の方が多いのが現状です。実際に県内でも、保護者や教師の知らないところで、Ｓ

ＮＳを通していじめや仲間外し、家出の手助け、性犯罪、命にかかわること等が起

こっています。その交友範囲は校内だけには留まらず、他県にまで広がるなど事態

の解決が非常に難しくなっている実情があります。

さらに、ＳＮＳは携帯電話だけではなくタブレットやゲーム機でも簡単にできる

ので、目に見えない危険が常にお子様の近くにある現状を受け止めていただき、こ

の機会に使用ルールを決めたり、見守りの強化を是非ともお願いいたします。
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＜部活動 Ｆｉｇｈｔ！＞

＜諸富町民体育大会に向けて＞

天気予報によると、ゴールデンウィーク前半はお天気に恵まれるよう

です。この時期は、運動部にとって本格的な練習強化の時期に入ってき

ます。1年生が入部し、活気が増したところもあるでしょう。朝夕と日

中の温度差が激しいのもこの時期ですから、部活動中はこまめな水分補

給と適度な休憩を忘れずに、練習に取り組んでほしいと思います。

また、2年生や3年生がお手本となって、技術的なことはもちろん、チ

ームワークや望ましい縦の関係、練習に取り組む心構えや情熱について、

教えてほしいと思います。そして、充実した部活動ＬＩＦＥを送れるよ

う、応援しています。

５月１３日（日）には、第５６回諸富町民体育大会が開催されます。本

校でも生徒たちが、地域住民として体育大会に参加し、スタッフとしても

手伝いができるよう原則部活動は休止にしています。（ただし、部活動によ

って、夏の中体連にかかわるような大切な大会については、大会を優先す

るようにしています。）

５月に入ったら、生徒会担当者からボランティアの募集の呼びかけがあ

りますので、競技への参加だけでなく運営にも協力できる中学生であって

ほしいと思います。そして、町民体育大会のボランティアになった人は、「チ

ーム 諸富 絆」を胸に抱き、貢献してください。

競技やボランティアをする中で、家族はもちろん地域の方々や大会を運

営してくださっているスタッフの皆さんから、多くを学んでほしいと思い

ます。礼儀や態度、目配り、気配りたくさん吸収し、さらに地域との絆を

深めましょう。


